
（別紙３）

～ 令和7年　2月　7日

（対象者数） 2名 （回答者数） 2名

～ 令和7年　2月　7日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

受入する利用児を増やすために、職員配置をさらに検討して

いきたいと考えています。経営的な理由で現在配置ギリギリ

の為、経営を良くする事も前提に職員の充実をさせたい

今年度も研修は毎月テーマを決めて行っているが、来年度以

降も定期的に実施していきます

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

盛岡市内で唯一の重症心身障がい児・医療的ケア児対応事業

所として、受入枠の増加が挙げられます。

複数の看護師の勤務体制を維持しながら、保育士の増員を検

討していきます。

看護師配置が必須の重症心身障がい児・医療的ケア児対応の事業所で

ある事で、報酬改定の都度補修算定について理解が追い付かない事が

あり、不明点がある場合は法人内で確認したり、管轄自治体へ確認を

行う事を今後も継続していきます。

また、医療的ケア児に対する支援の仕方は一つではない事から、事業

所内での共有はとても大事だと考えてます。気付いた点はすぐに確認

したり共有する事で不安を取り除くようにしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

令和7年　1月27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 多機能型通所事業所つぐみ

○保護者評価実施期間 令和7年　1月27日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


